
真剣な眼差しで
指導されていました。

　“ありがとう”とかいて
　あります。

三原やっさ踊り

8
月
号

　
　三原市中央公民館
　三原市円一町２丁目３番１号
　講座の申込先　　　中央公民館生涯学習課
　ＴＥＬ　０８４８－６４－２１３７

　９月に行う“笑いヨガ”を
紹介します。
　インドの医師が生み出
したエクササイズ“笑いヨ
ガ”は理由なく笑うところ
が面白い。
　笑いのある人生を選ぶ
方はぜひ体験してみてく
ださい。

　 新しい風・生涯学習

　　親子でクッキング
　（チョコチップスコーンと

         ピーチゼリー）

  日程　　８月９日（金）
  場所　　調理室（３F）
  時間　　１０：００～１３：００
  定員　　親子１２組
  参加費　１，１００円
  締切り　８月７日（水）

    おいしく食べて
 カロリー控えめ料理

　日程　　８月２３日(金）
　場所　　調理室（３F）
　時間　　１０：００～１３：００
　定員　　大人　２４人
　参加費　６００円
　締切り　８月２０日（火）
　

　　　　　　　　　　９月の体験講座紹介
①　家庭で作れるやさしい料理
②　チヤイルドタッチケア（１才児）
③　チヤイルドタッチケア（２才児）
④　クラフトテープでかご作り
⑤　笑いヨガ
⑥　刃物の復活(包丁・はさみの砥ぎ講習）

　

　暑中お見舞い申し上げます。
皆様いかがお過ごしでしょうか？　暑い夏にもかかわらず生涯学習は衰えず益々元気な声が館内に響いています。
中央公民館では初めて体験講座で“アート書道”を開催しました。｢最近では筆を持つのは“香典”を書く時だけです。」と笑って
おられた方も受講されていました。今回はその“アート書道”を紹介します。１９名の方が受講されました。

中央公民館玄関前で、暑い夏を告げるように、ハイビスカス
と朝顔の花が華麗に咲き誇っています。　夏だなあ～！！

三原やっさ祭り

　
　夏休みには、公民館・コミセンで　夏休み子ども講座が開催されています。夏休みには、どの公民館・コミセンも子ども達の笑
顔と真剣な眼差しで、いっぱいです。子ども講座を開催していると、自分が子どもの頃は何をしたのだろう？とふと、遠い昔を
思い出しては懐かしさに浸ることがあります。そしてまた時の流れを感じます。　9月号で、子ども達の完成した作品を紹介しま
す。どうぞお楽しみに！！

　書の常識を超えて
日常生活にある物を
創意工夫し　遊び心溢
れる筆文字という意味
です。

今、中央公民館では、朝から
蝉の鳴く声で夏を感じていま
す。夏の終わりを告げるツク
ツクボウシが鳴くのはいつ頃
なのでしょうね？

　ツクツクボウシ

　ワハハハ！



   

「
海
・山
・空
」 

夢
ひ
ら
く
ま
ち 

    
 

田
野
浦
町
【た
の
う
ら
ち
ょ
う
】  

沼
田
川
に
最
初
に
架
か
っ
た
橋
！ 

定
屋
橋
（
じ
ょ
う
お
く
ば
し
）
！ 

三
原
駅
南
口
の
バ
ス
乗
り
場
、
４
番
へ
行

く
と
「
田
野
浦
（
青
葉
台
）
方
面
」
と
い
う
案

内
文
字
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
宮
浦
を

経
由
、
皆
実
か
ら
三
原
大
橋
を
渡
り
、
和
田

に
入
り
、
さ
ら
に
宗
郷
へ
、
田
野
浦
小
学
校

か
ら
明
神
を
経
て
、
田
野
浦
・
青
葉
台
に
着

き
ま
す
。
和
田
・
宗
郷
・
明
神
・
久
和
喜
・
畑

の
山
（
現
在
の
登
町
）
は
昭
和
十
一
年
（
１
９

３
６
）
十
一
月
十
五
日
に
三
原
市
が
誕
生
す

る
ま
で
は
田
野
浦
村
で
し
た
。
田
野
浦
は
、

海
辺
に
開
か
れ
た
集
落
で
、
原
始
時
代
に
は
、

こ
の
一
帯
は
海
が
各
谷
々
に
奥
深
く
入
り

込
ん
で
い
た
地
域
で
し
た
。
天
保
四
年
（
１
８

３
３
）
新
倉
と
明
神
を
結
ぶ
橋
を
、
雙
照
院

の
十
世
定
屋
和
尚
が
私
財
を
投
じ
て
沼
田

川
に

初
に
橋
を
架
け
ま
し
た
。
今
で
も
、

橋
の
南
側
に
定
屋
和
尚
架
橋
碑
が
あ
り
ま

す
。
現
在
の
橋
は
、
６
度
目
に
架
け
替
え
ら

れ
た
橋
で
す
。 

  
 

 
 

沼
田
東
町
【
ぬ
た
ひ
が
し
ち
ょ
う
】 

沼
田
郷
の
東
！
沼
田
川
の
下
流
は
東
！ 

広
々
と
し
た
田
園
（
先
人
の
努
力
に
感
謝
） 

沼
田
川
は
、
全
長
約
４
７
．
８
㎞
で
広
島
県

内
で
は
、
太
田
川
・
芦
田
川
に
つ
い
で
３
番
目
の

流
域
面
積
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
の
初
期
ま
で
は

本
郷
町
船
木
あ
た
り
ま
で
舟
運
が
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
沼
田
川
及
び
そ
の
支
流
域
は

水
田
地
帯
で
沼
田
千
町
田
と
呼
ば
れ
て
き
た

所
で
、
湿
田
が
多
く
田
植
え
や
稲
刈
り
の
時
に

は
田
舟
を
使
っ
て
作
業
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
大
正
の
始
め
頃
よ
り
、
七

宝
に
排
水
施
設
の
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た

が
、
大
正
十
五
年
（
１
９
２
６
）
に
は
、
大
洪
水
で

天
井
川
が
決
壊
し
、
家
屋
九
十
軒
余
り
が
浸
水
。

復
旧
工
事
が
行
わ
れ
、
昭
和
二
十
四
年
（
１
９

４
９
）
に
電
力
排
水
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

旧
三
原
市
で
広
々
と
し
た
田
園
は
、
こ
こ
沼
田

東
町
で
し
か
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
田
園
は
昭
和
四
十
八
年
（
１
９
７
３
）
か
ら

十
年
の
歳
月
を
か
け
て
圃
場
整
備
事
業
に
よ
り
、

今
の
よ
う
な
姿
に
な
り
ま
し
た
。
古
き
時
代
を

考
え
て
、
先
人
た
ち
の
努
力
に
対
し
て
感
謝
の

心
を
抱
く
こ
と
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。
明
治
二

十
二
年
（
１
８
８
９
）
に
両
名
・
末
光
・
釜
山
・
七

宝
・
本
市
・
片
島
・
納
所
・
末
広
の
八
ヶ
村
が
合

併
し
旧
村
名
が
大
字
と
な
り
、
面
積
の
広
い
町

で
す
。 

 
   

 

沼
田
西
町
【ぬ
た
に
し
ち
ょ
う
】 

エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
！
と
工
業
団
地 

愛
媛
県
で
最
初
に
発
見
さ
れ
た
か
ら
！ 

広
島
県
で
は
沼
田
西
町
が
最
初
！ 

沼
田
西
町
は
、
沼
田
川
下
流
右
岸
に
位

置
し
、
中
世
に
は
沼
田
荘
安
直
郷
に
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
明
治
二
十
二
年
（
１
８
８
９
）
に

小
原
・
松
江
・
惣
定
の
３
ヶ
村
が
合
併
し
て
豊

田
郡
沼
田
西
村
と
な
り
、
昭
和
二
十
九
年

（
１
９
５
４
）
に
三
原
市
沼
田
西
町
と
な
り
ま

し
た
。
松
江
に
入
る
一
帯
の
、
地
下
１
．
３
ｍ

か
ら
１
６
ｍ
に
至
る
土
砂
は
海
砂
で
原
始
時

代
以
前
は
海
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
貴
重
な

資
料
と
し
て
沼
田
西
小
学
校
に
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。
。
沼
田
西
と
い
え
ば
エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ

が
自
生
し
、
南
限
地
帯
と
し
て
昭
和
十
年

（
１
９
３
５
）
に
国
の
天
然
記
念
物
指
定
さ
れ
、

開
花
期
に
は
、
多
く
の
鑑
賞
者
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
蔭
で
は
、
地
元
の
皆
様
の

気
働
き
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
工
業

及
び
住
宅
団
地
も
あ
り
、
近
年
、
人
・
物
の

動
き
が
見
え
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。 

     
 

 

小
泉
町
【
こ
い
ず
み
ち
ょ
う
】 

小
泉
町
に
は
大
字
が
な
い
？
１
村
１
町
！ 

  

紅
白
で
は
な
く 
白
滝
山
と
黒
滝
山 

耳
津
山
に
水
源
を
発
し
て
、
天
井
川
流
域
に

位
置
し
、
応
永
三
年
（
１
３
９
６
）
の
小
早
川
家

文
書
に
、
沼
田
荘
内
小
泉
村
と
あ
り
、
中
世
か

ら
存
在
し
た
大
村
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域
に

も
、
北
に
吉
井
山
古
墳
群
、
南
に
長
古
原
古
墳

群
の
歴
史
的
遺
産
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
６
世
紀

末
の
も
の
思
わ
れ
ま
す
。
天
井
川
？
川
床
が
、

田
や
宅
地
よ
り
高
い
と
こ
ろ
を
流
れ
て
い
る
か

ら
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
天
井
川
の
流
域
に
広

が
る
低
地
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
・

昭
和
初
期
に
か
け
て
土
砂
流
出
が
お
び
た
だ
し

く
、
水
害
に
悩
ま
さ
れ
、
水
と
の
戦
い
が
繰
り

返
さ
れ
た
村
で
、
現
在
も
堤
防
の
整
備
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
白
滝
山
は
標
高
三
五
〇
ｍ
あ
り
、

筆
影
山
三
一
一
ｍ
よ
り
高
く
、
黒
滝
山
（
竹
原

市
）
に
至
る
道
は
瀬
戸
内
海
を
見
な
が
ら
散
策

が
で
き
る
遊
歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   
  

「
三
原
を
も
っ
と
知
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
三

原
の
歴
史
、
地
形
や
人
々
の
暮
ら
し
な
ど
か
ら

「
地
名
」
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
広
島
民

俗
学
会
理
事 

楪 

博
自
先
生
の
「
み
は
ら
み
て

あ
る
記
」
￤
町
名
考
＆
ふ
る
さ
と
歴
史
散
歩
￤
と

歴
史
民
俗
資
料
館
の
資
料
を
参
考
文
献
に
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

写
真
は
、
三
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
歴
史
民

俗
資
料
館
よ
り
。 

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
地

名
に
は
、
自
然
環
境
・
地
形
か
ら
命
名
さ
れ
た
も

の
や
当
時
の
荘
園
の
私
有
地
の
人
名
、
最
近
で
は

瑞
祥
地
名
（
め
で
た
い
地
名
）
や
公
募
で
の
地
名

等
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

み
は
ら
地
名
由
来
学 

新
連
載
企
画 

上空からの 
工業団地 

 
 

 

 

 

白滝山 

田園地帯 

 

   

 
 
  

   

 

 

 

初代七宝排水工事

の様子（大正５年頃） 

 

 

沼 田 川 の

渡し舟 

沼 田 川 に

初 の 橋

を架けた 
定屋和尚 

保 存 会 の 皆
様により管理
されています 

 

 

瀬 戸 内 海

の 展 望 が

楽しめる散

策コース 

天井川
の川床
改良 
された
堤防 


	tyuukou2508.pdf
	6月

	19-2中公８月号(裏）印刷

